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１.序　　

 増改築された大谷石蔵は、母屋やその他の外部空間と一体

となった敷地全体の空間が活用され、さらにそれらが公開

されることによって、都市空間の一部として成立している。

そこで本編では、都市空間において大谷石蔵を公開しなが

ら活用するための手法を考察するため、前編で検討した増

改築された大谷石蔵を対象として、屋敷注1,2) の構成を明ら

かにすることを目的とする。

２.増改築された大谷石蔵の配置

2.1. 蔵・母屋の配置　　増改築された大谷石蔵を持つ屋

敷では、母屋と蔵の特徴的な配置がみられる。例えば図 1

の分析例では、道路に面する母屋の後方に蔵があり、両者

のエントランスが独立している。こうした蔵と母屋の関係を

整理するために、まず蔵と母屋の配置を検討した (表 1)。

その結果、蔵が単体で母屋の後方にある配置が最も多かっ

た（14/45 資料）。次に蔵と母屋のエントランスの関係 (表 2)

について検討した。その結果、蔵と母屋が分離しているも

のが多くみられた一方で、蔵と母屋が一体化し、両者が内

部で連続しているものもみられた。また、こうした蔵の配

置の要因の一つとして考えられる蔵と母屋の移動や曵屋に

ついて検討した結果、道路の拡張による曵屋や別の場所か

らの移築が若干数みられた (表 3)。

2.2. 蔵と母屋の配置パタン　　前節で検討した蔵と母屋

の配置とエントランスの関係を併せて検討したところ、7つ

の配置パタンに整理された (表 4-1)。パタンアは蔵が母屋

の後方に位置し、エントランスが独立しているものである。

イは蔵と母屋が並列し、エントランスの位置が一致している

ものである。ウは蔵と母屋が前面道路に面して並列してい

るものである。エは蔵が前方で母屋が後方に配置されるも

のである。オは母屋が無く、蔵が単体のものである。カは

蔵が前方に複数あり後方に母屋が配置されるものである。

キは母屋が無く蔵が複数配置されるものである。

３.外部空間の配置・用途 と 建物用途　

　増改築された大谷石蔵を持つ屋敷には駐車場などの外部

空間をもつものがあり、またその外部空間や蔵、母屋が商

業的な用途により公開されている場合がある。例えば、図

1の分析例では、蔵と母屋に並列する外部空間が貸駐車場

として都市空間に公開されており、蔵は倉庫、母屋は住宅

であるため非公開である。そこで、こうした外部空間の配

置と用途を検討した (表 5）。その結果、貸駐車場と個人駐

車場は共に敷地の前方にあるものが多く、接道が重視され

ていると言える。また、外部空間が並列される配置は貸駐

車場のみにみられた。畑は敷地内の建物の後方に位置し、

庭はどの位置にもある。また蔵、母屋の用途について、店舗、

ギャラリー、事務所という商業的に公開される用途か、倉庫、

住宅、作業場という非公開の用途かについても併せて検討

した (表 6）。

４.増改築された大谷石蔵をもつ屋敷の構成

4.1. 屋敷の構成類型　　2 章で得られた蔵と母屋の配置

パタンをもとに、3章で検討した外部空間の用途と配置、お

よび公開性からみた蔵と母屋の用途を併せて検討した結

果、同じ傾向を持つ9つの類型が得られた（表4-2）。類型Ⅰ、

Ⅱ、Ⅲは蔵が母屋の後方にあるもので、そのうち、Ⅰは母

屋を店舗として公開し、中庭を介して敷地の後方に蔵があ
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る構成である。Ⅱは貸駐車場が敷地後方にあり、母屋も事

務所等として一部公開されている構成、Ⅲは建物と並列す

る外部空間を貸駐車場として公開している構成である。Ⅳ、

Ⅴは蔵と母屋が並列しているもので、Ⅳは蔵と母屋のエン

トランスの位置が一致し、母屋が店舗などとして公開されて

いるものである。Ⅴは蔵の前方に駐車場 ,母屋の前に庭が

あり、曳屋や移築によって蔵の位置が変わったものが多い。

Ⅵ〜Ⅸは道路前面に蔵が面するもので、そのうちⅥは蔵が

駐車場を伴いながら前面道路に面し、母屋の住宅は敷地の

後方にあり、敷地全体が非公開のものである。Ⅶは駐車場

に囲まれ、店舗として改築された蔵があることで、敷地全

体が公開されている構成、Ⅷは道路に複数の蔵が面し、後

方に住宅や事務所である母屋をもち敷地全体が非公開の構

成、Ⅸは母屋が無く店舗として改築された蔵が複数あり、

敷地全体が公開されている構成である。

4.2．増改築された大谷石蔵を持つ屋敷の公開性

　以上で得られた増改築された大谷石蔵を持つ屋敷の類型

を都市空間に対する公開性に着目することによって整理し

た (図 2)。Ⅰは道路に面する店舗の後方に非公開の倉庫で

ある蔵が位置するもので、「蔵後方非公開型」といえる。Ⅱ、

Ⅲは敷地の奥まである外部空間を貸駐車場として公開し、

母屋の後方にある蔵が見える「外部公開・後方蔵露出型」

の構成といえる。Ⅳ、Ⅴは蔵と母屋が道路に面して並列す

る「蔵母屋町並み型」といえる。Ⅵ、Ⅷは蔵が道路面に位

置して、非公開の敷地の境界を示す「蔵構え型」の構成と

いえる。Ⅶ、Ⅸは蔵が店舗として公開され、外部空間も公

開されることから「蔵中心全体公開型」の構成といえる。

５.結　　

 増改築された大谷石蔵をもつ屋敷の構成を蔵、母屋、外

部空間の配置、また公開性からみた用途から検討した。そ

の結果、蔵が都市空間から認識されず、蔵の用途も公開さ

れない後方蔵非公開型 (Ⅰ ) がみられた一方で、外部公開・

蔵後方露出型 (Ⅱ ,Ⅲ )、蔵母屋街並み型 (Ⅳ ,Ⅴ )、蔵構

え型 (Ⅵ ,Ⅷ )、蔵中心全体公開型 (Ⅶ ,Ⅸ ) というよう

に増改築された大谷石蔵を持つ屋敷の多くでは ,都市空間

への公開性に基づく構成が成立していることを明らかにし

た。

注1) 屋敷とは，門、長屋、蔵、塀、生け垣などによって外部と区切られた家屋
　    の敷地、宅地のことである。（建築学用語辞典、第２版　日本建築学会編）
注 2)本研究では、NPO 宇都宮市まちづくり推進機構が作成した大谷石建造物資
　　 料 336資料をもとに、宇都宮市環状線内の JR宇都宮駅以西の地域に、環状    
 　　 線以南の石蔵が密集した御蔵町を加えた地域を対象とし、増改築された大
　　 谷石蔵 134資料に抽出し、実地調査することが出来た 49資料を対象とした。
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